
 

特定動物の見直し検討について 

 

１．検討経緯 

動物の愛護及び管理に関する法律（昭和 48 年法律第 105 号）第２６条第１項

に基づき動物の愛護及び管理に関す法律施行令（昭和 50 年政令第 107 号）別表

に規定される特定動物は、平成１２年に総理府動物保護審議会に設置された「人

の生命、身体又は財産に害を加えるおそれのある動物選定専門委員会」におい

て、毒性、爪牙等による殺傷力、物理的な圧力、攻撃性向等を踏まえて選定さ

れている。 

動物の愛護及び管理に関する施策を総合的に推進するための基本指針（平成

18 年 10 月環境省告示第 140 号）において、「国は、動物による人の生命等のへ

の危害の発生防止のより一層の徹底を図るために、有識者等の意見を聴きなが

ら特定動物の選定基準の在り方を検討すること。」とされたことや平成２３年

１２月の「動物愛護管理のあり方検討報告書」において、「特定動物は非常に

広範囲の分類群にまたがる野生動物種で構成されており、また人間に対する各

指定種が持つ危険性（毒性、殺傷力等）の判断については専門性の極めて高い

分野であるため、特定動物の範囲については、別途に各分野の有識者で構成さ

れる委員会等での議論が必要」とされたこと、また、最初に選定されてからの

動物分類学の進展や対象動物における科学的知見の充実等から、特定動物の選

定基準の見直しとそれに基づくリストの見直しが必要である。 

以上を踏まえ、動物の各分類群における代表的な研究者等によって構成され

る「平成２４年度特定動物の見直し検討会」を設置し、特定動物リストの見直

し等について科学的な検討が行われてきたところ、特定動物の選定基準及び特

定動物リストへの追加等の対象として検討すべき種について、資料 3-2 のとお

り取りまとめられた。 

 

２．今後の対応 

 環境省は、同検討会による科学的な検討結果を受け、特定動物リストへの追加

等の対象として検討すべきとされた種について、国内における当該動物の取扱い

の実態や中央環境審議会動物愛護部会等の意見を踏まえ、現行リスト見直しにつ

いて検討し、必要であれば施行令別表の改正を行う。 
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資料 3-1 


